
「 よ く 考 えろ 」 と い う け れ ど
： 考 え る た め の 方 法 を 考 え る
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自己紹介
l 学生です

ü 東京大学大学院教育学研究科 基礎教育学コース 博士後期課程

ü 東京大学文学部（哲学）←河合塾本郷校（浪人）←都立白鷗中高←葛飾区立堀切小学校

l 研究・教育（補助）の仕事をしています

ü 東京大学大学院教育学研究科附属バリアフリー教育開発研究センター 特任研究員

ü 東京大学公共政策大学院 リサーチアシスタント

ü 国立天文台 天文情報センター 研究支援員

ü 国立新美術館 教育普及室 インターン

ü 桜美林大学 リベラルアーツ学群 非常勤講師

ü 本所高校探究TA（２０２１〜）、足立西高等学校探究アドバイザー（2023〜）

l 資格

ü 中学社会・高校公民教員免許、司書教諭

ü 司書、学芸員
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内容紹介

「人間には知っていることも知らないことも探究することはできない」

（プラトン／渡辺邦夫訳（2012）『メノン』光文社、67頁）。

今から2400年以上前に書かれたこの一節、一体どういう意味なのでしょうか？

みなさんがこれから始めようとしている「探究」は、不可能なことなのでしょうか？
この講義では、新聞やテレビCM、映画やアニメなど（予定）いくつかの具体的な

題材を使いながら、「探究」がどういう営みか一緒に探っていきましょう。
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3

知らないもの（対象）をどう
やって、知ることができる
の？

メ

じぶんが知らないものを知ろ
うとすることが探究なんだよ
ね？無理じゃない？

あ、これが自分の知りたかっ
たもの（こと）だ！ってどう
して分かるわけ？

＜ 古代ギリシア（500） 🔍 📞 三



4

「人間には、知っているこ
とも知らないことも、探究
することはできない。
知っていることであれば
探究しないだろう。その人
はそのことを、もう知って
いるので探究など必要ない
から。
また、知らないことも探
究できない。何をこれから
探究するかさえ、その人は
知らないから」

ソ

とかって言いたいわけ？

＜ 古代ギリシア（500） 🔍 📞 三

そう

メ



5

見事とは思えないね

ソ

偉い人たちはこう言ってい
る。

つまり、人間の魂は不死であ
り、たまに人生が終わりを迎
えることがあるがーーこれを
人々は「死ぬこと」と呼んで
いるーー魂は滅びない。

＜ 古代ギリシア（500） 🔍 📞 三

つまり魂は、この世のことで
もあの世のことでもすべてを
知っているのさ。



6

「知る」というのは、

ソ

想起、つまり思い出すことな
んだ

＜ 古代ギリシア（500） 🔍 📞 三

人間はこれを「学習」と呼ん
でいる。

その人が勇敢であり、探究を
厭わなければ、なんでも発見
できるのよ。

探究も学習も、けっきょくは
思い出すことにすぎないんだ

は？

メ

は？



以下の文章を読みなさい 鈴 木 （ 2 0 1 6 : 5 6 - 5 7 ）

⼿順はまったく簡単である。まずものをいくつかの⼭にまとめる。もちろん、量によって
は⼀⼭でもよい。設備がその場にない場合は、次の段階としてどこか適当な場所に⾏くこ
とになるが、そうでない場合は準備完了である。やりすぎないことが重要である。つま
り、⼀度にあまり多くの量をこなすくらいなら、少なすぎる量をこなすほうがよいという
ことである。短期的には、これは重要なことでもないように⾒えるかもしれないが、やっ
かいなことはすぐに起こる。これをミスると⾼くつくこともある。最初は⼿順全体が複雑
なものに⾒えるだろう。しかし、すぐにそれは単なる⽣活の⼀側⾯にすぎなくなってしま
うだろう。近い将来この仕事が必要でなくなるという⾒通しを⽴てることは難しい。誰に
もわからないことである。⼿順が完了すると、またものをいくつかの⼭にまとめ上げ、そ
れらを適切な場所に⼊れる。やがてそれらはもう⼀度使われ、このサイクル全体を繰り返
さなければならなくなる。しかしこれは⽣活の⼀部なのである。

© Shuichiro HIGUMA 7



© Shuichiro HIGUMA 8



© Shuichiro HIGUMA 9

先ほどの文章を思い出してください



以下の文章を読みなさい 鈴 木 （ 2 0 1 6 : 5 6 - 5 7 ）

手順はまったく簡単である。まずものをいくつかの山にまとめる。もちろん、量によっては一山でも

よい。設備がその場にない場合は、次の段階としてどこか適当な場所に行くことになるが、そうで

ない場合は準備完了である。やりすぎないことが重要である。つまり、一度にあまり多くの量をこな

すくらいなら、少なすぎる量をこなすほうがよいということである。短期的には、これは重要なことで

もないように見えるかもしれないが、やっかいなことはすぐに起こる。これをミスると高くつくこともあ

る。最初は手順全体が複雑なものに見えるだろう。しかし、すぐにそれは単なる生活の一側面に

すぎなくなってしまうだろう。近い将来この仕事が必要でなくなるという見通しを立てることは難し

い。誰にもわからないことである。手順が完了すると、またものをいくつかの山にまとめ上げ、それ

らを適切な場所に入れる。やがてそれらはもう一度使われ、このサイクル全体を繰り返さなければ

ならなくなる。しかしこれは生活の一部なのである。
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頭がはたらくために必要なこと

l前提となる知識

ü 「これは〇〇に関することなんだ」という認識なしには、言っていることを理解することがそもそも難しい

ü 国語の「評論文」や、数学の計算と似ている
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使い道が分からない道具の使い方を覚える
大変さ
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以下の文章を読みなさい 鈴 木 （ 2 0 1 6 : 5 6 - 5 7 ）

手順はまったく簡単である。まずものをいくつかの山にまとめる。もちろん、量によっては一山でもよ

い。設備がその場にない場合は、次の段階としてどこか適当な場所に行くことになるが、そうでない

場合は準備完了である。やりすぎないことが重要である。つまり、一度にあまり多くの量をこなすく

らいなら、少なすぎる量をこなすほうがよいということである。短期的には、これは重要なことでもな

いように見えるかもしれないが、やっかいなことはすぐに起こる。これをミスると高くつくこともある。

最初は手順全体が複雑なものに見えるだろう。しかし、すぐにそれは単なる生活の一側面にすぎな

くなってしまうだろう。近い将来この仕事が必要でなくなるという見通しを立てることは難しい。誰に

もわからないことである。手順が完了すると、またものをいくつかの山にまとめ上げ、それらを適切

な場所に入れる。やがてそれらはもう一度使われ、このサイクル全体を繰り返さなければならなくな

る。しかしこれは生活の一部なのである。
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頭がはたらくために必要なこと

l前提となる知識

ü 「これは〇〇に関することなんだ」という認識なしには、言っていることを理解することがそもそも難しい

ü 国語の「評論文」や、数学の計算と似ている

l思考を促進／制限するメディア（媒介、手段）

ü 文字（フォント、色、大きさ）や書籍という形式（教科書、オーディオブック）
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以下の文章を読みなさい

l 手順

1. ものをいくつかの山にまとめる（量によっては一山でもよい）

2. 設備の状況によって…

1. 設備がその場にない場合→次の段階としてどこか適当な場所に行く

2. 設備がその場にある場合→準備完了である

l やりすぎないことが重要

ü 一度にあまり多くの量をこなすくらいなら、少なすぎる量をこなすほうがよいということである。

ü 短期的には、これは重要なことでもないように見えるかもしれないが、やっかいなことはすぐに起こる。これをミスると高くつくこともある。

l 最初は手順全体が複雑なものに見える

ü しかし、すぐにそれは単なる生活の一側面にすぎなくなってしまうだろう。近い将来この仕事が必要でなくなるという見通しを立てることは難し
い。誰にもわからないことである。

ü 手順が完了すると、またものをいくつかの山にまとめ上げ、それらを適切な場所に入れる。やがてそれらはもう一度使われ、このサイクル全体を
繰り返さなければならなくなる。しかしこれは生活の一部なのである。
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頭がはたらくために必要なこと

l前提となる知識

ü 「これは〇〇に関することなんだ」という認識なしには、言っていることを理解することがそもそも難しい

ü 国語の「評論文」や、数学の計算と似ている

l思考を促進／制限するメディア（媒介、手段）

ü 文字（フォント、色、大きさ）や書籍という形式（教科書、オーディオブック）

ü 文体、可視化（visualization）の方法
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次のCMを見てみましょう
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「炎上」理由を考えてみましょう
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頭がはたらくために必要なこと

l前提となる知識

ü 「これは〇〇に関することなんだ」という認識なしには、言っていることを理解することがそもそも難しい

ü 国語の「評論文」や、数学の計算と似ている

l思考を促進／制限するメディア（媒介、手段）

ü 文字（フォント、色、大きさ）や書籍という形式（教科書、オーディオブック）

ü 文体、可視化（visualization）の方法

l 「知らない」と自信を持って言える勇気、かつ「知らないし（知らなくていい）」と居直らない謙虚

さ

ü まずは受けとめる、受け入れようとする、それでも残る違和感が、問いの種になる
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692327.html
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頭がはたらくために必要なこと

l 前提となる知識

ü 「これは〇〇に関することなんだ」という認識なしには、言っていることを理解することがそもそも難しい

ü 国語の「評論文」や、数学の計算と似ている

l 思考を促進／制限するメディア（媒介、手段）

ü 文字（フォント、色、大きさ）や書籍という形式（教科書、オーディオブック）

ü 文体、可視化（visualization）の方法

l 「知らない」と自信を持って言える勇気、かつ「知らないし（知らなくていい）」と居直らない謙虚さ

ü まずは受けとめる、受け入れようとする、それでも残る違和感が、問いの種になる

ü どういう属性の人・集団が、どのように考えるか考えてみる＝頭の中に「他者」を召喚する
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https://www3.nhk.or.jp/
news/special/sci_cul/20
19/12/column/column_
191202/
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頭がはたらくために必要なこと

l 前提となる知識

ü 「これは〇〇に関することなんだ」という認識なしには、言っていることを理解することがそもそも難しい

ü 国語の「評論文」や、数学の計算と似ている

l 思考を促進／制限するメディア（媒介、手段）

ü 文字（フォント、色、大きさ）や書籍という形式（教科書、オーディオブック）

ü 文体、可視化（visualization）の方法

l 「知らない」と自信を持って言える勇気、かつ「知らないし（知らなくていい）」と居直らない謙虚さ

ü まずは受けとめる、受け入れようとする、それでも残る違和感が、問いの種になる

ü どういう属性の人・集団が、どのように考えるか考えてみる＝頭の中に「他者」を召喚する

ü ある物事に対して、賛成／反対、同意／不同意、怪／不快を即座に出そうとする衝動が働いていないか点検
する（セルフモニタリング）
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知識・メディア・態度

l おそらく人間の魂（精神）には、似たようなの能力が備わっている

ü 知識を受け取ることができる

ü 知識の受け取り方にある種のタイプがある（発現の仕方が異なるかもしれない）

l 知識の受容や発見は、なんらかの媒介なしにはありえない

ü テレビ、ラジオ、新聞や雑誌といったマスメディア

ü SNS

ü 生の情報／編集・加工された情報

l 勇気と謙虚さが大事！！！

ü 瞬発的な情念（パッション）を否定する必要はない

ü 事後的にでも吟味する態度：反省性 reflexibity
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プラトンの（ソクラテスに語らせた）魂？

l 「私」の生前、死後に存在する（であろう）歴史

ü 世界史、日本史、地域史

ü あらゆることがあらかじめ書き込まれ、これから書き込まれていく織物

l考えること・探究すること・知ることの歴史性

ü ある時代、ある状況、ある言語によってしか（おそらく）考えることができない

ü もちろん、個人史・自分史にも規定されている

l出どころを探る（歴史の書き始め、起点を明らかにする）

ü 瞬発的な情念（パッション）を否定する必要はないが、その背景を自分に問いかける

ü 自分の歴史（物語的自己）を書き続けることが人生
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